
           平成２０年度事業報告書 

                       自：平成２０年４月 １日  

                       至：平成２１年３月３１日  

 

 

Ⅰ． 総括 

今年度は、社団の認知度の向上と事業対象の国際化を重視して業務を遂 

行した。事業も計画に比して１１６％と、概ね着実に実行され所期の成果

を収めた。 

特に成果があったのは、グライダー愛好者を対象とした事業や中国から

の観光客も含む観光資源事業であった。 

 その一方で、道内からの事業参加は低調であった。 

 

Ⅱ． 内部体制 

１． 特に成果のあった点 

・ 次年度以降に向け、新たな運航スタッフを確保できた。 

    ・ 新公益法人移行の工程について、成案を得た。 

２． 改善を要する点 

(1) 地上支援ボランティア・スタッフが依然として固定化しており、 

システムの有り方も含めて検討が必要である。 

(2)  たきかわスカイパーク内各施設の老朽化対策について、滝川市も含

めて検討が必要である。 

 

Ⅲ． 実施事業 

  １． スカイスポーツの啓発普及に関する事業 

(1) 市内各小中学校の体験授業の受入 

・特に成果のあった点…初めて、中学校の参加を得た。 

江部乙中37名（5/10）、西小 88名（6/18）、第一小59名（10/29）、

第三小 75名（10/30） 

・改善を要する点…参加校の拡大と実施要領について学校側と要

協議 

 

   (2) 学校を対象としたスカイスポーツ普及事業の実施  

道内外の教育関係団体関係者３０９名の施設見学を受入れた。 

６月 ３日（火）滝川東小学校  ６７名（施設見学） 

６月 24日（火）兵庫県生野学園 ３３名（体験搭乗…高校修学旅行） 



６月 28日（土）浦臼町ジュニアリーダー 

    ２５名（施設見学） 

７月 ４日（金）深川多度志小学校 １０名（施設見学） 

        二の坂保育所  ３２名（施設見学） 

９月 ３日（水）歌志内小学校   １０名（施設見学） 

９月 18日（木）滝川幼稚園    ８１名（施設見学） 

           10月 16日（木）滝川第一小学校  １１名（施設見学） 

 

     ・検討事項；地上における体験メニューの創出 

       

(3)  ジュニアグライダークラブの活動の支援 

・全般的に活動が低調であった。  

・検討事項；空に興味を抱かせる方策は？ 

 

   (4)  こどもの日特別企画「こどもたちに大空のプレゼント」の実施 

開 催 日：５月５日（月・祝日） 

対 象：市内外の小学生       

体験飛行応募総数：１５５名（前年比７名増） 

体験者数：７１名（前年比１８名増） 

内容：体験飛行、施設見学、紙飛行機製作 

 

(5)  グライダー等による体験飛行会 

① 滝川市民を対象とした無料体験飛行会の実施 

開催日：７月２１日（月）～７月２５日（金） 

参加者：３２５名（前年対比１２２名減） 

・改善を要する点：実施日に週末を考慮する 

 

② 一般市民対象の体験飛行会 

４月２２日（火）～１１月６日(木) 

・ 知名度の UPに伴い、逐年体験者数が増加している。 

体験メニューの増が、顧客満足度に寄与している。  

８０７名（前年対比４１名の増） 

      ・ 検討事項；他地域との連携、 

    

③ ＨＯＳＰＡ体験飛行会の支援 

主 催：（社）北海道スカイスポーツ協会 



開催日：６月２８日（土） 

参加者：１２名 

 

  ２． スカイスポーツによる観光資源及び産業の開発 

(1) 「2008北海道スカイスポーツフェアイン滝川」を開催した。 

   主催；（社）北海道スカイスポーツ協会 

      滝川スカイスポーツフェア実行委員会 

    開催日：７月２７日（日） 

    来場者数：６，０００名 

  

(2)  地域観光事業への協力    

・修学旅行生の受入れ(6/24)       

３３名 

・地元宿泊施設との事業連携 

・ジンギスカンまつりへ の参加（デモ飛行） 

 

 (3)  「そらぷちキャンプ」への協力  

「そらぷちキッズキャンプ事業」の趣旨に協賛して、サマー・キャ

ンプのグライダー体験プログラムを担任した。 

実施日：７月２０日（日） ボランティア研修：２８名 

         ８月 ３日（日） キャンプ参加者 ：２６名 

         ８月１１日（月）  同  上   ：２８名 

         ９月１３～１５日 ｷｬﾝﾌﾟﾂｱｰ体験者 ：１２名 

 

      (4)  グライダーキャンプの受入 

      本年度も実施する大学等は無かった。 

     ・検討事項；合同合宿形式＋人的サポート態勢を構築した受入 

 

(5)  古典機事業   

      対象としている機体保有者の事情により、次年度に見送られた。              

・検討事項；運営のシステムづくり  

      

  ３．スカイスポーツ航空機の操縦技術等の向上と指導者の養成 

(1) 各種操縦に関する指導 

    ① グライダースクール  

      フリー受付：シーズン中の平日に随時実施 



        延べ飛行日数：５４日（前年比２日減） 

        飛 行 回 数 ：３７７回（前年比１９２回減） 

        飛 行 時 間 ：２９４時間３５分（前年比３０時間２５分減） 

     ・改善を要する点：本州地域への PR手法 

 

② サマートレーニングコース 

１週間単位のコースを８回実施 

参加人員：１１８名 

（前年比１６名減） 

飛行回数：１，５０９回 

（前年比７９回減） 

飛行時間：７９２時間３０分 

（前年比１６時間３８分増） 

  第１回： 6月 30日～7月 ５日  参加人員 14名（前年比４名減） 

     第２回： 7月 7 日～7月 12日   参加人員 8 名（前年比 5名減） 

     第３回： 8月 4 日～8月 9 日   参加人員 13名（前年比 5名増） 

     第４回： 8月 18日～8月 23日   参加人員 14名（前年比 2名減） 

     第５回： 8月 25日～8月 30日  参加人員 16名（前年比 6名減） 

     第６回： 9月 8 日～9月 13日  参加人員 19名（前年同数） 

     第７回： 9月 29日～10月 4日  参加人員 15名（前年比 6名減） 

     第８回：10月 6 日～10月 11日 参加人員 19名（前年比 2名増）           

                        計 118名（前年比 16名減） 

・改善を要する点：新たな対象分野の開拓        

人的ネットワークの活用 

 

    ③ グライダークラブ 

      ４月下旬から１１月上旬までの間、主として土・日曜日、祝祭日 

に飛行活動を実施 

      延べ飛行日数：75日間（前年比 5日増） 

        飛行回数：1,606回（136回減） 

        飛行時間：1,096時間 53分（9時間 17分減） 

      ・改善を要する点：道内会員の活性化  

  

    ④ クロスカントリー・キャンプ 

      ５月 10日（土）～６月１１日（水）の間、クロスカントリー・ト 

レーニング」を実施 



      延べ飛行日数： ３日（前年比 １日減）、 参加人数：４名 

   参加機数：３機、  総飛行距離：７２０km  

・ 検討事項： ミニ競技会の軽易な実施方法 

 

(2)  各種受験に関する指導 

①  本年は、学科試験合格者の都合により、次年度に延期となった。  

  

② 日本滑記章及び国際滑空記章に関する指導並びに試験 

   スクール会員及びクラブ員に対して、次の内容の指導・試験を 

３６件実施（前年比１６件増）  

    日本滑空記章 Ａ章×９、Ｂ章×９、Ｃ章×１０、 

銅章×４ 

    国際記章   銀章課目(5hr×３、1000m×１) 

                              

４． スカイスポーツに関する情報の収集及び提供 

(1) ホームページの情報； 

     ホームページ年間アクセス数  ５６，１６５件（１月３１日現在） 

                    対前年比８５６件減 

改善を要する点：冬季間のホームページの新鮮度の維持 

 

(2) アジア観光客への対応     

中国からの初の観光客が来訪した。更には、中国のエージェントと

次年度以降の事業の連携で合意をみた。 

 

   (3)  ＦＭ－Ｇ‘ＳＫＹへの出演 

市民へのスカイスポーツ情報の提供 

 ７月 ９日 イベント紹介 

 ７月 14日  市民体験イベント 

 ７月 18日  イベント紹介  

 ７月 21日 市民体験飛行中継 

 

５． スカイスポーツに関する調査研究 

(1) 古典機事業（再掲）  

      ２．（５）を参照 

 

(2)  スカイネットワーク推進事業  



 農道空港を保有する余市町から積丹産の魚貝類を空輸して展示即売 

を実施し、市民の好評を得た。 

 

  

   (3)  各種マニュアルの作成 

 技法の統一に関して、英国航空協会の推奨の技法を採用し、その統 

一を図った。 

 

６．スカイスポーツに関する機材及び施設の整備 

 (1)  航空機格納庫の拡充 

   格納機数の状況の変化により、事業を延期した。 

 

 (2)  ＩＴ関連器材の更新・拡充   

   中古の器材を導入して事務機能の効率化を図った。 

 

７．その他、この法人の目的を達成するために必要な事業  

  (1) 国際交流事業の推進 

   ① 教官の派遣  

     南半球を訪れる日本人パイロットの教育を現地のグライディング

センターと協同して実施した。 

     期間：平成 20年 12月 20日～平成 21年 1月 19日 

     派遣人数：２名（池田亨、日口裕二、） 

     派遣先：オーストラリア国コロワ・ソアリングセンター（池田） 

          ニュージーランド国オマラマ・グライディングセンター

（日口）  

 

    ② 曳航機パイロットの招聘 

各種飛行事業の円滑な推進のために曳航機パイロットを招聘した。 

招聘者：ジョン・ブライス氏（オーストラリア国） 

期 間； ７月 30日～ 9月 13日(6週間) 

  

  (2)  スカイパークの施設管理 

指定管理者としてスカイパークの施設の管理・運営を実施   

 

(3) イベントの支援 

    ① 千歳基地航空祭 



      開 催 日： ８月３日（日） 

      場  所：航空自衛隊千歳基地 

      主  催：航空自衛隊第２航空団 

      来場者数：７０，０００人 

      支援内容：地上展示 

 

    ② 丘珠航空ページェント 

      開 催 日： ９月 14日（日） 

      場  所：丘珠飛行場（札幌） 

      来場者数：５２，０００人 

            支援内容：飛行展示、地上展示 

 

    ③ 水防演習 

      実 施 日： ６月 21日（土） 

      支援内容：飛行展示 

（軽飛行機２機、ＭＧ１機）  

 

(4)   道内外の滑空団体への支援 

① （社）長野市グライダー協会への支援 

  「平成２０年度優秀選手招聘事業」への講師派遣 

    実施日：12月 13日（土） 

    場 所：長野滑空場（長野市） 

    派遣講師：日口 裕二 

    参加者：３５名 

 

② 南紀白浜空の日イベントへの協力 

実 施 日：９月 21日（日） 

      場  所：南紀白浜空港（和歌山市） 

      支援内容：飛行展示 

      参 加 者： ７，０００人  

      主  催：南紀白浜空の日実行委員会  

 

    ③ 北大鳥人間試験飛行への協力 

      実 施 日：９月 27日（土） 

      場  所：たきかわスカイパーク 

      主  催：北大鳥人間研究会 



      協力内容：施設の提供 

 

(5)  スカイパークを利用する航空機及び周辺空域を航行する航空機並び

に関係運航管理者に対し、気象情報・飛行情報や整備サービスを提供 

 

Ⅳ． 航空安全 

   飛行に関わるスタッフ及び会員の安全意識と行動に支えられ、無事故記

録３，６５１日を更新した 

 

 

 

 

 

 

 

 


